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ドイツ不正競争防止法(UWG)
（Gesetz gegen den unlauteren Wettbewerb）
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第 3 条 不正な取引上の行為の禁止
（Verbot unlauterer geschäftlicher Handlungen）

（１）不正な取引上の行為は許されない。 
（２）消費者に対して向けられ、又は行われた取引上の行為は、事業者としての注意に合致せず、かつ、消費者
の経済行動に重大な影響を及ぼすおそれがあるときは、不正である。

第 5 条 誤認を惹起する取引上の行為 
（Irreführende geschäftliche Handlungen）

（１）消費者その他の市場参加者に対して、それがなければ行わなかったであろう取引上の決定をさせるおそれ
がある、誤認を惹起する取引上の行為を行った者は、不正に行為したものとする。

（２）虚偽の表示を含む場合、又は次に掲げる事情について他の誤認を生むおそれがある表示を含む場合、取
引上の行為は誤認を惹起するものとする。 
1 入手可能性、種類、仕様、長所、リスク、構成、付属品、製造過程又は製造時期、引渡し又は提供、目的への
適合性、利用可能性、量、性質、顧客サービス及び苦情処理手続、地理的な若しくは営業上の由来、使用に
よって期待される結果、商品若しくは役務について実施したテストの結果又は重要項目など、商品又は役務の
本質的な特徴
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第 5a 条 不作為による誤認の惹起 
（Irreführung durch Unterlassen）

(1) 消費者に対して次の重要な情報を提供しなかった者は、不正に行為したものとする。 
1 消費者その他の市場参加者が情報を得た上で取引上の決定を行うために、その状況に応じて必要とな

る情報、かつ、
2 これが提供されていれば行わなかったであろう取引上の決定を消費者にさせるおそれがある情報 

(2) 次に掲げる場合は提供しなかったことに該当する。
1 重要な情報を隠匿すること
2 重要な情報を不明確で、分かりにくく、又は多義的な方法で提供すること
3 重要な情報を適切ではない時期に提供すること

ドイツ不正競争防止法(UWG)
（Gesetz gegen den unlauteren Wettbewerb）・・・続き
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原審デュッセルドルフ上級裁判所判決‐2023.7.6 - I-20 U 152/22

・・・・・ 「不作為による誤認の惹起には該当しない」 

１ 平均的な消費者の理解

・ 平均的な消費者は、「気候中立」が生産方法での排出削減だけでなく、クレジットの購入などの
代償措置でも達成できることを知っている。

・ 製造やサービスでCO2を排出しないことが難しいことも理解している。

・ 広告には「気候パートナー」も表示されている。

・ 平均的な消費者は企業のCO2の収支上での中立を意味していることを理解している。

２ 重要な情報を提供しなかったと言えるのか

・ 生産過程でCO2の排出をなくしたのか、CO2のクレジットの購入又は排出を削減するプロジェク
トを支援することによるのかは、購入の判断にかなりの影響を及ぼし得るかもしれないが、

・ 消費者がQRコードかインターネットサイトにアクセスすればそれを知ることはできる。スペース
が限られていることを考えると、重要な情報を提供しなかった、とまでは言えない
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連邦最高裁判決 気候中立グミ判決（2024.6.27）（‐I ZR 98/23）

① 環境関連の広告に特別に厳しい要求が課される理由

「原審は、環境関連の広告についての判断では特別な法的基準が妥当しなければならないこと
を看過している。」

「健康に関する広告では、確立した判例で、重要な保護法益であることに照らし、特別に厳しい
要求が課されている。それは、誤認を惹起する広告が人々の危険と結びつくからである。

健康に関する広告で、正確性、一義性、明確性についての厳しい要求がされる理由は、それだ
けでなく、消費者の価値判断において自分の健康が重要な意味を持ち、健康に関する広告はとく
に効果的であるためである。」

「環境保護に関連する広告にも通常、同じことがあてはまる。」

・環境意識が高まっている

・人の感情に働きかける効果が大きい（健康から次世代への責任まで）

・「環境にいい」「エコ」の意味があいまいなことが多い

・ある面で部分的に環境適合的であることが多い
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連邦最高裁判決気候中立グミ判決
② 環境関連の広告に適用される厳格な要件

「このような事情から、環境広告の分野では誤認の危険性が特に高く、使用される言葉
や記号の意味と内容を消費者に知らせる必要性が高い。」

「したがって、誤認を招くような広告を避けるために必要な説明情報は、製品の種類や
『環境へのやさしさ』の水準・程度に応じて個別事案で決定される厳格な要件に従わなけ
ればならない。」

「環境に関して不明確な言葉を用いる場合、上記の（厳格な）基準を満たすのは、どの
ような具体的な意味で用いられているのかが、広告の中で、一義的かつ明確に説明され
ているときに限られる。」
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連邦最高裁判決気候中立グミ判決
③ 本件広告は法的な要求を満たしていない

「気候中立に導くうえで、CO2の排出削減と（収支上の）相殺は同じ価値を持つ措置とは
言えないため、本件ではその説明が特に重要になる。削減は相殺に優先するという原則
が妥当する。」

「原審は『気候中立』という言葉が多義的であることは正しく理解した。しかし、この言葉
が使われた場面を考慮していない。広告では、被告企業ではなく、生産が気候中立であ
るとされている。」

・『２０２１年以降すべての製品が気候中立で生産されている』と書かれている

・「気候パートナー」の表示も（収支上の）相殺を意味しない。製造過程での支援もあり得る。

「消費者が自分で行動すれば（調べれば）相殺を意味することがわかる、ということは十
分ではない。」

→正確性、明確性、一義性についての厳しい基準を満たさない。不実で誤認を惹起さ
せる情報に該当する。
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連邦最高裁判決気候中立グミ判決
④ 判決主文（原判決破棄・自判）

「被告に対し、取引上、

『2021年以降、すべての製品を気候中立で製造しています』

と述べること、又は／及び、

以下の広告を用いること

を、

秩序違反金を25万ユーロ以下及び秩序拘禁、又は、6カ月以下の秩序拘禁と定めたう
えで、

中止するよう命ずる。」
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不正な取引上の行為への対抗措置

【妨害除去／差止め請求権】

・取引上の不正な行為が繰り返される／おこなわれる危険
 （故意過失は要件ではない）

・請求権者

競業事業者／認定経済団体（４４団体）／認定消費者団体（５１団体）／商工会議所等

・警告 →   中止誓約（違約金付不作為誓約）

↓

・訴訟

差止め／利益はく奪請求（不正な取引行為による利益を連邦に）
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DUHによる広告中止請求（全109件） （2024年12月時点）

https://www.duh.de/ ドイツ連邦最高裁気候中立グミ判決



DUHによる中止請求の対象と結果（2024年12月時点）
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燃料／ガス, 

67

食料品, 

10

旅行・輸送, 5

その他, 27

広告物 請求の結果

中止誓約, 

56

判決, 9

欠席判決・認諾, 4

係争中, 

40

文具・時計・化粧品・健康・スポー
ツクラブ・包装容器・花火・銀行
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https://www.lufthansa.com/jp/ja/green-fare
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ケルン地方裁判所判決‐2025.3.21 -84 O 29/24（未確定）

-原告DUH／被告ルフトハンザ航空

「不正競争防止法5条1項にいう誤認を惹起する広告に該当する。」

• 消費者はお金を払うことで、自分のフライトに起因するCO2の排出が削
減・相殺される、と示唆される

• 消費者には具体的に何がどれだけ相殺されるのかがわからない

• Q＆Aでの説明は誤解を打ち消すには足りない
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まとめ（要点）

１ 環境に関する広告では誤認を惹起するおそれが特に大きい

・「環境にいい」「エコ」はもともと多義的→イメージが先行しがち

・  環境意識・危機意識が高まっている→広告の効果が大きい

２ 「気候中立」という広告にも正確性、明確性（一義性）について厳格
な要求が妥当する

３ 必要な情報は当該広告の中で示されていなければならない
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〈資料〉
連邦最高裁判決（2024.6.27）～グミ判決
https://juris.bundesgerichtshof.de/cgi-

bin/rechtsprechung/document.py?Gericht=bgh&Art=en&nr=138206&pos=0&anz=1
ケルン地方裁判所判（2025.3.21）～ルフトハンザ航空判決
https://nrwe.justiz.nrw.de/lgs/koeln/lg_koeln/j2025/84_O_29_24_Urteil_20250321.html

https://juris.bundesgerichtshof.de/cgi-bin/rechtsprechung/document.py?Gericht=bgh&Art=en&nr=138206&pos=0&anz=1
https://juris.bundesgerichtshof.de/cgi-bin/rechtsprechung/document.py?Gericht=bgh&Art=en&nr=138206&pos=0&anz=1
https://juris.bundesgerichtshof.de/cgi-bin/rechtsprechung/document.py?Gericht=bgh&Art=en&nr=138206&pos=0&anz=1
https://nrwe.justiz.nrw.de/lgs/koeln/lg_koeln/j2025/84_O_29_24_Urteil_20250321.html
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